ONKYO 


コンパクトデイスクプレーヤー 

C- 700 OR 


咖昼歴 

DIGITAL AUDIO 


取扱説明書 


主な 4 ま長 

•音楽 CD 、 MP 3 /WMA CD * の再生び可能 

ニュー サーキット テクノ□ジー 

•New circuit technology 搭載 
• デジタル/アナ□グで独立した回路を搭載 

•デジタル/アナ□グで独立した電源回路搭載（アナ□グ回路には卜□イダルトランスを採用） 

•高精度マスターク□ック採用 

•ダイキャストアル S 製ディスクトレイを採用した静音メカニズム 

-トップパネル、フ□ントパネルおよびサイドパネルに独立した振動対策用アルミパネルを採用 
• 振動対策のためのサイドノネルマウンティング構造を採用 

•新たに正確な信号を作り出し、デジタル信号のゆらざを排除する PLL (Phase Locked Loop ) ち式ジッタークリーナー搭載 

• L / R チャンネルに独立した TI 社製日 u 「「- 日 「own ] 92 kHz /24 bit D / A コンバータ ー (PCM 1792 ) 搭載 

•ピュアアナ□グモード搭載 

•デジタル出力のためのトランスポートモード採用 

• AES / EBU デジタル出力対応 

•3 系統のデジタル出力装備（光、同軸および AES / EBU ) 

•真諭製の金メッキ音声端テ装備 （ 極太ケーブルの接続に対応） 

•表示部ディマー機能 

* フアイナライズび必要でず。 
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テクノ□ジー 


New circuit technology (ニユー 
サーキット テクノ □ジー） 

デジタル音源の登場によりオーディオで重要 
な SN 比の数値は飛躍的に向上しました。 
しかし、レコードに代表されるアナ□グ音源 
などは聴感上の SN においてデジタル音源と 
比べてちまして劣っていないといラ現実は良 
<知られていまず。 

一般的に SN 比とは音の出ている時と出てい 
ない時の比であり、音の出ている時に発生ず 
るノイズは考慮されておりません。 

オンキヨーはこの音の出ている時の SN (動的 
SN) に古くか日着目し、研究を重ねてきまし 
た。そして可聴帯域外ノイズび聞こえるメカ 
ニズムにより、音楽再生時の動的 SN び悪化 
し、聴感上の SN ち悪化ずることを突き止め 
ました。 

人の耳では 20kHz じ(上の音び聞こえません 
び、それ LU 上の周波数でち異なる信号び重な 
るとビート（隐り）として聞くことびできる 
ことは良 < 知られていまず。 

アナ□グ音源時代は可聴帯域がには大さな信 
号は入っていませんでした。しかしデジタル 
音源になることで、巧聴帯域をこえる録音び 
可能となり、発生したビートび可聴帯域内に 
入り込んで来ているのでず。 

New circuit technology (ニユーサーキッ 
トテクノ□ジー）は高周波で発生ずるビート 
を巧聴帯域内に入 b ないよラにした新しい考 
え方を取0入れていまず。 


安定した超高精度ク□ック発振器を採用 

C- 700 OR は、常温で従来の発振器に比べて 
高精度の± ] .5ppm の周波数偏差を実現ずる 
最先端の水晶発振器を使用していまず。 

温度環境び80で〜 -30 での範囲で変化して 
ち、追加周波数偏差± 0.5ppm の安定性を実 
現していまず。 

C-7000R の最大の特長は、きわめて精度の 
高いク□ッキングメカニズムでず。 

このメカニズムによって、ずべてのデジタル 
信号のプ□セスのタイミングを制御-調節し 
ていまず。これは、オーケストラの指揮者び、 
個々の楽器を指揮した0調整した0ずる様モ 
に似ていまず。 


フェイズ □ックド ループ 

PLL (Phase Locked Loop ) ち式ジッ 
タークリーナー 搭載 

ジッターとは、デジタル/アナ□グ変換時に 
発生ずる不要な副作用であり、デジタル信号 
の時間領域の変化によって生じまず。 

PLL 方式ジッターク U —ナー技術は、デジタ 
ル信号の入力と出力の位ホ目を比較し、正確な 
ク□ック波あを生成ずることによって、ジッ 
ターをな減ずる技術です。 

この技術によって、デジタル信号の処巧精度 
び向上し、音質の大幅な向上を体感でさまず。 


デジタルとアナ□グで独立した回路と 
トランス 

C- 700 OR では、干渉を防ぐために、デジタ 
ル処理とアナ□グ処理で物理的に独立した回 
路を使用しています。 

同様に、デジタル回路とアナ□グ回路でち個 
別のトランスを使用していまず。 


サイドパネルマウンティング構造 

C-7000R の基板は直接底板に接続せずに、 
内部の支柱で衝撃を吸収し、前面、側面、後 
面のパネルに取り付けていまず。 

このような構造を採用ずることによって、 
シャーシの振動び基板に悪影響を与えないよ 
ラにしていまず。 
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ブロックダイアグラム 


Transport 


Master Clock 

16.9344 MHz (±0.5 PPM) 



CD 



CD DSP 


Jitter Cleaner 



Display 
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Control 1 


Control 2 
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付属品 


ご使用の前に、なの付属品びそろつていることをお確かめください。 


リモコン （ RC -79 己 C ).(1) 

乾電池（単4あ、 R 03).(2) 



電源コード （2 m ) 


( 1 ) 



才ーデイオ用ピンコードの. 8 m ).(1) 



取扱説明書（本書） .(1) 

保証書 .(1) 

オンキヨーご巧談窓□-修理窓□のご案内 .(1) 

ユーヴー登録力ード .(1) 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている、型名の最後にあるアルファベットは、製品の 
色を表す記号です。色は異なってち操作ちまは同じです。 


お買い上げいただをまして、あ D びと5ございます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただを、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見られる所にイ呆証書、オンキヨーご相談窓 □ ' 
修理窓□のご案内ととちに大切にな管してください。 


己 













目次 
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音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるちのです。 
隣り近所への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓 
を閉めた D、 へッドホンをご使用になるのち 一つの ち法です。 

お互いにむを配り、快い生ミ舌環境を巧 D ましょラ。 









































を全上のご注意 

を全にお使いいただくため、ご使用の前にがずお読みください。 


電気製品は、誤つた使いかたをずると大変を険でず。 

あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止するために、 r ま全上のごま意」をおずお守り<ださい。 


r 警告」と r を意」の見かた 

間違った使いかたをしたとをに生じることび想定 
される危険度や損害の程度によって、 r 警告」と 
r ま意」に区分して説明しています。 

誤った使いかたをすると、火 
災'感電などにより死 t 、 ま 
たは重傷を負5可能性び想定 
される内容です。 


誤った使いかたをすると、け 
びをした0周辺の家財に損害 
をちえる可能性び想定される 
内容です。 



絵表示の見かた 


A 記号は「ごを意ください」 
という内容を表しています。 


A A 

高温注意感電ま意 


® 記号は「〜し口まいけない」 
とい5禁止の内容を表してい 
ます。 


分解禁止姑れ手禁止 


♦記号は「必ずしてください」 
といラ強制内容を表していま 
す。 


® 〇 

電源プラグ必ずする 
をつンセン 
卜から巧く 



故障したまま使用しない、異常が起 
きた5ずぐに電源プラグを巧く 


© 

電源プラグ 
をコンセン 
卜か5抜く 


-煙び出ている、変なにおいや音びする 
-本機を落としてしまった 
-本機巧部に水や金属び入ってしまった 
このよラな異常状態のまま使用すると、火 
災-感電の原因となります。すぐに電源プ 
ラグをコンセントか5抜いて販売店に修 
理-点検を依頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


分解禁止 


火災•感電の原因とな0ます。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼し 
て < ださし、。 


接続、設置に関ずるごま意 


■通風孔をふさがない、放熱を巧げない 


0 - 押し入れや本箱など通気性の悪い狭い巧 
に設置して使用しない 
-(本機の天面、横か 5 2 cm 1；(上、背面か 
ら已 cm 上のスペースをあける） 

禁止 -逆さまや横倒しにして使用しなし、 

-巧やテーブルク□スをかけない 
-じゅラたんやふとんの上に置いて使用し 
ない 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上に液 
体の入つた容器を置かない 



本機に水滴や液体び入った場合、火災•感 
電の原因となります。 

-風呂場など湿度の高い場所では使巧しな 
し、 


水場での 
使用禁止 



水濡れ禁止 


-調理台や加湿器のそばには置かない 
-雨や雪などびかかるところで使用しない 
•本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろ 
ラそくなどを置かない 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■電源コードを傷つけない 


0 

禁止 


•電源コードの上に重い物をのせたり、電源 
コードび本機の下敷にならないよラにずる 
•傷つけたり、加工した0しなし、 

■無理にねじった0、引っ張った0しない 
•熱器具などに近づけない、加熱しなし、 
電源コードび傷んだ5 (お線の露出•断線 
など）販売店に交換をご依頼ください。 
そのまま使用すると火災-感電の原因とな 
0ます。 


■電源プラグは定期的に掃除ずる 


〇 電源プラグにほこりなどびたまっている 
と、乂災の原因とな0ます。電源プラグを 
抜いて、乾いた巧でほこりを取り除いて< 
ださい。 

必ずする 
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使用上のごま意 


■本機内部に金属、燃えやずいちのなど異物を入れ 
ない 

火災-感電の原因となります。特にかさな 
お子様のいるご家庭ではごを意ください。 
•本機の®風孔、ディスク挿入口か日異物 
を入れない 


0 

禁止 


■ディスク挿入 □ に手を入れない 

A けびの原因となることびあります。特にル 
さなお子様のいるご家庭ではミち意してくだ 
乱、。 

指のけび 
にま意 


■ひび割れ、変お、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しない 


Q ディスクは機器内で高速回転しますので、 
割れて破片び内部に落ちたり外に飛び出し 
て、故障やけびの原因となることびあ0ま 

禁止 


■ レーザー光源をのぞき&まない 


0 レーヴー光が目に当たると視力障害を起こ 
すことびあ0ます。 

禁止 


電池に関するごミ主意 


■乾電池を充電しない、加熱•分解しない、义や水 
の中に入れない 


0 

禁止 


電池の破護、液われによ0、火災•けびや 
周囲をミち厦する原因となることびあります。 
-指定政がの電池は使用しない 
-新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない 
-電池を使い切ったとさや長時間リモコン 
を使用しないとさは電池を取り出ず 
-コインやネックレスなどの金属物と一緒 
に保管しない 


•極性表示（プラス任)とマイナス©の向 
さ）にミち意し、表示通りに入れる 

■電池か S 漏れ出た液にはさわ6ない 


0 

接触禁止 


万一、液び目や口に入ったり皮膚に付いた 
場合は、すぐにされいなかで巧分洗い流 
し、医師にご相談ください。 



接続、設置に関するご注意 


■不を定な場所や振動ずる場所には設置しない 

0 強度の足0ないぐ5ついた台や振動する場 
所に置かないでください。 

本機び落下したり倒れたりして、けびの原 
因となることびあります。 

禁止 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかったりして、落下や転倒など事故 
の原因となることびあります。 

ま意 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■表示された電源電圧（交流100ボルト）で使用ずる 

本機を使用できるのは日本国内のみです。 
表示された電源電圧がで使用すると、火 
災-感電の原因とな0ます。 

必ずする 



■電源コードを束ねた状態で使用しない 


発熱し、火災の原因となることびありま 

Q す 

禁止 

■電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張6ない 


0 コードび傷つさ、乂災や感電の原因となる 
ことびあ0ます。 

プラグを持って抜いてください。 

禁止 

■長期間使用しないときは電源プラグをコンセント 


か6巧< 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


絶縁装化やろラ電などによ0、火災の原因 
となることびあ0ます。 


■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込む 

0 差し込みび不完全のまま使用すると、感 
電、発熱による火災の原因となります。 
プラグび簡単に抜けてしまうよラなコンセ 
ントは使用しないでくださし、。 

禁止 

■ めれた手で電源プラグを巧を差ししない 


0 

接触禁止 


感電の原因になることびあります。 


I お手入れの際は電源プラグを巧く 

お手入れの隙は、ま全のため電源プラグを 
コンセントから抜いてから行ってくださ 


© 


い。 


電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 
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使用上のごを意 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこ D びたまったまま使用していると火災や故障の原因となることびあります。 

特に湿気のをくなる梅雨期の前に行ラと、よ D 効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 


■キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁 
気を利用した製品を近づけない 


0 磁気の彰響でキヤツシユカードやフ□ツ 

ピー デイスクび使えなくなった0データび 
ミ肖失することびあります。 

禁止 


■ 本機のお手入れについて 

•表面の巧れは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って拭を取ったあと乾いた巧で拭いてください。 
化学ぞラさんなどお使いになる場合は、それに添付のま意書をなどに従ってください。 

-シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装び落ちたり変形することびあり 
ます。 


移動時のご注意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずす 


電源プラグ 
をつンセン 
卜から抜く 


コードび傷つを乂災や感電の原因になりま 
す。 


■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

0 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しな 
いで < ださい。 

落下や転倒してけびの原因となります。 

禁止 
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お f まいになる前に 


乾電池を入れる 


1 ルさな<ぼみを押しなび S 、 スライドし電池 
カバーを開ける 



2 図の極性に合わせて電池（単4お、 R 03) を入 
れる 



3 電池カバーを元に戻ず 



□お知 S せ 

-リモコン操作の反応び悪くなったとさは、ちい電池を取 
り出して、2本とち新しい電池と交換してください。 

-種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しな 
いで < ださい。 

-長期間リモコンを使用しないとさは、電池のミ夜漏れを防 
ぐために、電池を取り出しておいてくださし、。 

•消耗した電池を入れたままにしておくと、腐食により U 
モコンをいためることびあります。 
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リモコンの使いかた 


U モコンを本機の U モコン受光部に向けて使用して 
<ださい。 


リモコン受光部 



□ お知 S せ 

•本体の受光部び直射曰光やインパータータイプの堂光口 
の光に当た5ないよラにしてください。必要に応じて位 
置を変えてください。 

• ホが線を使った機器の近くで使用したり、他のリモコン 
を併用すると誤動作の原因となります。 

- U モコンの上に何ち置かないでください。圧力びかかる 
と電池び;夜漏れする場合びあります。 

• 本体を色付をのガラス扉び付いたラックやキャビネット 
に設置していると、扉び閉じているとリモコンび正常に 
機能しないことびあります。 

- U モコンと本機のリモコン受光部の間に障害物びあると、 
U モコンび正常に機能しないことびあります。 






本機について 


前面パネル 
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© 贷 を）0 

詳細については、 （） 内のページをご寛くだでい。 


① ON/STANDBY ボタン (-» 21) 

電源のオン/スタンバイを切り換えます。 

② STANDBY LED (与 21) 

スタンバイ状態のとさに点なします。 

③ リモコン受光部 10) 

リモコンからの信号を受信します。 

④ 表示部い 1 2) 

⑤ ディスクトレイい 22) 

ディスクをセットします。 


⑥ ± ボタンい 22) 

ディスクトレイを開閉します。 

⑦ II ボタンい 22) 

再生を一時停止します。一時停止中は、再生を 
再開します。 

⑨ ■ ボタンい 22) 

ディスクの再生を停止します。 

⑨ ►► ボタンい 22) 

ディスクを再生します。 

⑩ OUTPUT MODE ボタン （与 32) 

音声出力信号を切り換えます（アナ□グ、デジ 
タル、または両方)。 


® POWER スイッチい 21) 

本機の主電源を入/切します。日 FF ( 且） にす 

ると本機の主電源が切れます。日 N (—) にする 
と本機はオン、またはスタンバイモードになり 
9 〇 

@ DISPLAY OFF LED い 24) 

表示部が消口しているとをに点灯します。 

ASb (Auto Standby) 設定 32) を日 N 
に設定している場含に、自動的にスタンバイ状 
態になる直前の 3 日秒間、 D 侶 PLAY 日 FF LED 
口、点滅します。 

@ I ◄◄ボタンい 22) 

再生中の巧の頭出しをします。続けて押すと、 
ひとつ前の巧を選択します。押し続けると早戻 
しします。 

0 ボタンい 22 ) 

次の曲の頭出しをします。押し続けると早送り 
しよ9 〇 
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詳細については、 （ 


む挺 

内のページをご覧ください。 




① ►►表示い 22) 

再生中に点好します。 

② II 表示い 22) 

一時停止中に点灯します。 

③ MEMORY 表示い26、27、 28) 

メモ U —再生中に点なします。 

④ FOLDER 表示い 23) 

フォルダ名と共に点好します。 

⑤ TRACK 表示い 22) 

トラックま号、またはファイル名と共に点なし 
ます。 


⑥ TOTAL 表示い 21) 

曲の長さや残り時間を表示するとをに点なしま 
す。 

⑦ REMAIN 表示い 30) 

残り時間を表示するとをに点なします。 

⑨ RANDOM 表示い 29) 

ランダム再生中に点なします。 

⑨ こ Dl 表示い2已） 

U ピート再生中に点なします。 

再生中の曲だけを U ピートするとをは、「1」も 
点に T します。 

⑩ 音声出力表示 

音声出力のタイプを表示します （•♦ SS ) : 
DIGITAL ANALOG 、 または両方。 


@ MP 3 表示い 30) 

MP3 の曲び含まれているフォルダ名、ファイル 
ま号、またはファイル名と共に点なします。 

@ WMA 表示 30) 

WMA の曲び含まれているフォルダ名、ファイ 
ル番号、またはファイル名と共に点打します。 

@を目の表示部 

再生時間や名前などを表示します。 
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後面パネル 



才ーディオ アウトプット アナ□グ 

① AUDIO OUTPUT ANALOG L/R 端子 

付属のオーディオ用ピンコードを使って、アン 
プなどのアナ□グ音声入力端子と接続します。 

② AUDIO OUTPUT DIGITAL AES/EBU 端モ 

バランス （ AES / EBU ) 入力機器を接続するデ 
ジタル音声出力端テです。 

コアキシャル 

③ AUDIO OUTPUT DIGITAL COAXIAL 端子 

COAXIAL (同軸）デジタル音声入力機器を接 
続するデジタル音声出力端テです。 


④ AUDIO OUTPUT DIGITAL OPTICAL 端モ 

OPT に AL (光）デジタル音声入力機器を接続す 
るデジタル音声出力端テです。 

⑤ 電源入力 AC100V 端モ 

付属の電源コードを接続します。 


接続については「接続をする」をご覧ください 

〇17〜20)。 
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リモコン 



⑩ 





1」モコンで本機を操作することちでをます。 

詳細については、 （） 内のページをご覽ください。 

① の ボタンい 21) 

電源のオン/スタンバイを切り換えます。 

② DIMMER ボタン（与 24) 

表示部の明るさを切り換えます。 

③ DISPLAY ボタンい 30) 

表示部の情報を切り換えます。 

④ RANDOM ボタンい 29) 

ランダム再生するとをに押します。 

⑤ 再生モードボタン （^22) 

IIボタン 

再生を一時停止します。一時停止中は、再生を 
再開します。 

ボタン 

再生中の巧の頭出しをします。続けて押すと、 
ひとつ前の曲を選択します。 

► ボタン 

ディスクを再生します。 

►►1ボタン 

なの曲の頭出しをします。 

◄◄ ボタン 

再生中の巧を早戻しします。 

■ ボタン 

再生を停止します。 

►► ボタン 

再生中の曲を早送りします。 


⑥ 八/ V/</>/ENTER ボタン 

設定項目を選択します。 ENTER ボタンを押す 
と、選択している項目を確定します。 

⑦ SEARCH ボタンい 29) 

MP3 や WMA を記録した CD のフォルダや曲 
を検索します。 

⑨ SETUP ボタン 

本機の設定を行います。 

⑨ 数字ボタン 24) 

選曲時などに使用します。 

⑩ ± ボタンい 22) 

ディスクトレイを開閉します。 

@ OUTPUT MdOE ボタンい 32) 

音声出力信号を切り換えます（アナ□グ、デジ 
タル、または両方)。 

@ REPEAT ボタンい2已） 

U ピート再生をするとをに押します。 

@ MEMORY ボタンい2色、27、 28) 

メモリー再生を開始/終了します。 

毎） CLEAR ボタン 

数値入力時に入力した数値を取り消します。メ 
モ U —設定時に、選択した曲を取り消します。 


0 
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ディスクについて 


1再生でさるディスクについて 


本機はし下のデイスクに巧庇しています。 

Audio CD 

咖昌陌 

DIGITAL AUDIO 

PCM 

CD-R 

_n COMPACT 

抽帽恒 

DIGITAL AUDIO 

Is なな 78S1S13 

Audio CD. MP3、 
WMA 

CD-RW 

nCOMPACT 

抽帽歴 

Audio CD、MP3、 
WMA 


iReWritablel 



-上記し U 外のディスクを再生しないで<ださい。ノ 
イズび出たり、本機び正常に動作しないことびあ 
ります。 

•本機は CD-R/CD-RW ディスクを再生することび 
でをます。ただし、ディスクによっては「再生で 
をない」、「ノイズび出る」または「音び歪む」な 
どの現象び起さることびあります。フアイナライ 
ズしていない CD-R/CD-RW ディスクを再生する 
ことはでをません。 

•八ート型 W V 角あなど特殊あ状のディスクは使用 
しないでください。機器の故障の原因となること 
びあ D ます。 


參儀 


I 複製制限機能（コピーコント□—ル機能) 
のついた音楽 CD の再生について 


複製制限機能（コピーコントロール機能）のついた 
音楽 CD の中には、正式な CD 規格に合致しないち 
のびあります。それらは特殊なディスクのため、本 
機で再生でさない場合びあります。 

I 取り扱いについて 


再生面（印刷されていない面）に触れないよラに、 
両端をはさむよラに持つか、中央の巧と端をはさん 
で持ってください。 



再生面はちちろんレーベル面に紙やシールを貼った 
り、文字を書いたりしないでください。またをずな 
どをつけないよラにしてください。 

■レンタル CD のま意について 


CD にセ□ノ \ンテープやレンタル CD のラベルなど 
ののり びはみ出したり、剥びしたあとびあるちの、 
また飾り用のシールを貼ったちのはお使いにならな 
いでください。 CD び取り出せなくなったり、故障 
する原因となることびあります。 


i インクジェットプリンター対応ディスクに 
ついてのごま意 


プリンターでレーベル面への印刷び可能な CD-R/ 
CD-RW を本機に長時間入れたままにしておさます 
と、ディスクび内部で貼り付を、取り出せなくなつ 
たり、故障の原因となる恐れびあります。必要なと 
をしツ外は、ディスクを入れたままにしないでケース 
にな管してください。 

なお、印刷直後のディスクは貼り付をやすいので、 
使用しないでください。 

I お手入れについて 


巧れによ D 信号び読み取 D にくくなり、音質びほ下 
する場合びあ D ます。巧れている場合は、再生面に 
ついた指紋やホコ U を柔らかい巧でディスクの内周 
から外周方向へ暫く拭いてください。 

巧れびひどい場合は、柔らかい巧を水 
で浸してよく絞ってから巧れを拭を取 
り 、そのあと柔らかい巧で水気をなさ 
取ってください。 

アナログレコード用スプレー、帯電防 
止剤などは使用でをません。また、ベンジンやシン 
ナーなどの揮発性の薬品は表面び侵されることびあ 
りますので絶対に使用しないでください。 

1結露について 


本機を;令えた所から暖かい部屋に持ち込んだり、寒 
い部屋をス I -ーフなどで急に暖めた場合、本機の内 
部に水ミ商びつくことびあります。これを結露といい 
ます。そのままでは正常に働かないばか D ではな 
く、ディスクや部品ち痛めてしまいます。本機をご 
使用にならないとさは、ディスクを取り出しておく 
ことをおすすめします。 

結露しているおそれびある場合は、電源コードを抜 
さ、3時間し U 上室温で放置してからご使用ください。 
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MP 3 、WMA CD の再生について 


本機は MP 3 や WMA の記録された CD - R / CD-RW 
ディスクを再生でをます。 

-旧09660レベル2のファイルシステムに従って 
記録したディスクを使用してください。（ただし、 
対応している階層は旧09660レベル1と同じ8 

階層までです。）また 、 HFS (hierarchical file 

system ) ファイルシステムで記録されたディス 
クは再生でをません。 

•ディスクトレイは常に閉じた状態にしてください。 

□ お知 S せ 

. レコ — ダ—、またはパソコンで記録したディスクを再生 
できないことびあります。（原因：ディスクの特性、傷、 
ミちれ、プレーヤーのレンズの巧れ、または結露など） 

-パソコンで記録したディスクはアプ U ケーシヨンの設定、 
および環境によって再生でをないことがあ0ます。正し 
いフオー マツ トで記録してください（詳細はアプ U ケー 
シヨンの発売元にお問い合わせください） 

. データ容量びルさずざるディスクは再生でさないことび 
お0ます。 



• r . mpS 」、 または r . MP 3 J という掘:張テがついた 
MP 3 ファイルのみ再生することがでをます。 
•MPEG ] 才ーディオレイヤー 3 (32-320 kbps ) 
のヴンプ U ング周波数 32/44.1 /48 kHz で記録 
されたファイルに対応しています。 

- 32 kbps から 320 kbps の可変ビットレート 

パ U アフル ビット レート 

(VBR : Variable Bit Rate ) に対応しています。 
VBR 再生中は表示部の時間情報などび正し < 表示 
されないことびあります。 


16 


|_ WMACD の再生について_ 

•「Windows Media ® Audio 」 の略で、米国 
Microsoft Corporation によって開発された音声 
圧縮巧術です。 

- r . wma 」、 r . WMAJ という掘:張テがついた WMA 
ファイルのみ再生することがでをます。 

• WMA ファイルは、米国 Microsoft Corporation 
の認証を受けたアプ U ケーシヨンを使用してエン 
コードして<ださい。認証されていないアプ U 
ケーシヨンを使用すると、正常に動作しないこと 
が态〇ます。 

•32 kbps 192 kbps (32/44.1/48 kHz ) の 
可変ビットレート (VBR : Variable Bit Rate ) 

に対応しています。 

• 著作権保護された WMA ファイルは再生でさませ 
ん。 

- WMA Pro 、 Lossless および Voice には対応し 
ていません。 

* Windows Media は米国 Microsoft Corporation の米 
国およびその他の国における登録商標または商標です。 





接続をする 


接続に必要なケーブルの名称と接続端子の形状 


バランス型 

AES/EBU トスレ ^_ 

AES/EBU 

© 

音声専用のデジタル転送規格に準拠した AES/EBU ケーブルを用いてデジタル音声信号を伝送します。 

バランスタイプの AES/EBU ケーブルは長いケーブル引を回しでちノイズを最ル限に抑えるため長距離の伝送に適 
しています。 

PCM 出力信号で利用できるヴンプ U ングレートは、最大 44.1 kHz / 1 加け、 2 チヤンネルです。 

光デジタルケーブル 
(日 PT に AL) 

^〇1 - 

OPTICA 

丽 

L 

PCM デジタル音声を楽しむことびでをます。 

PCM 出力信号で利用でをるヴンプ U ングレートは、 

最大 44. 1 kHz / 1目 bit 、 

2 チヤンネルです。 

同軸デジタルケーブル 
(COAXIAL) 


0 オレンジ 

COAXIAL 

PCM デジタル音声を楽しむことびでをます。 

PCM 出力信号で利用でをるヴンプ U ングレートは、 

最大 44. 1 kHz / 1目 bit 、 

2 チヤンネルです。 

才ーデイオ用 
ピンケーブル 

■=[ iMnw L 

©白 

0) ホ 

アナログ音声信号を伝送します。 




己お知5せ 

-プラグは奥までしっか0巧し込んで<ださい（ノイズや誤動作の原因にな日ます）。 


0K! 



し NG! 


-ケーブル同±の接触を防ぐため、音声ケーブルや電源-スピーカーケーブルび接近しないよラにしてください。 

-本機の光デジタル端子は、すべてとびらタイプですので、とび5をそのまま奥へ倒すよラにして、光デジタルケーブルを差し込んでくださし、。 
-光デジタルケーブルはまっすぐ抜さ差ししてくださし、ななめに抜さ差しすると、とびらび破損する場をびあります。 


■バランス型 AES / EBU 出力端子について 


AES / EBU ケーブルを接続ずる 

ピンの位置を合わせてカチッと音びするまで端テを 
差し込みます。ケーフルを軽く引っ張り、完全に接 
続されているかどラか確認してください。 



AES / EBU ケーブルをはずす 

コネクターケーブルのボタンを押しなびら、矢印の 
ち向にケーブルを引っ張ります。 

① 


i 巧す 



17 




























電源コードを接続する 


本機 



1 本機のま電源び切れていることをお認します。 

2 すべての接続が完了していることを確認します。 

3 付属の電源コードを、本機の電源入力 
AC 100 V 端子に接続しまず。 

4 電源コードを家庭巧電源コンセントに接続し 
まず。 


より良い音で聴いていただくために 

本機の電源コンセントは極性の管理びされていま 
す。電源プラグの目印側を、家庭用電源コンセント 
の溝の広い方に合わせて差し込んで<ださい。家庭 
用電源コンセントの溝の長さび同じ場合は、どちら 
を接続してちかまいません。 

Q ヒント 

-ノイズを抑えるため、信号ケーブルと電源ケーブルは一 
緒に束ねず、お互いに離して配線してください。 


□ お知6せ 

■ 家庭 巧 電源 コンセントに 電源 プラグを差し込んだ状態で、 
電源入力 AC 100 V 端モか5 電源 コードを抜くと、 感電 
ずる可能性びありまず。電源コードを接続すると去は、 
最後に家庭用電源コンセントに接続し、巧くとさは最ネ刃 
に家庭用電源コンセントか日ないてください。 

' 本機の電源を入れると、瞬間的に大さな電流び流れて、 
コンピューターなどの機器の動作に彰響することびあ0 
ます。コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコ 
ンセントに接続することをおすすめします。 

' 付属の本機専用電源コードな外は使用しないで<ださい。 

'電源コードをコンセントか日なくと舌は、本機のま電源 
をオフにしてから巧いてください。 
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プ u アンプまたはプ u メインアンプを接続する 


オンキヨー製プ1」アンプ P -3000 R との接続例です。 
詳し<は、接続した機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

1アナ□グで接続ずる 


P-3000R 



デジタル （OPTICAL (光）または COAXIAL (同軸)）で接続ずる 


P- 3000 R 






































































































































■デジタル （ AES / EBU ) で接続ずる 


P- 3000 R 
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基本操作 


本機の電源を入れる-切る 


ON/STANDBY ボタン 



POWER スイッチ 


n 本機の電源を入れる 


1 前面パネルの POWER スイッチを巧して 
(■)、ま電源を入れる 

2 むボタンを巧ず 
または 

前面パネルの ON / STANDBY ボタンを押ず 

STAND 目 Y LED が消え、表示部が点なします。 


n 本機の電源を切る 


1 むボタンを押ず 
または 

前面パネルの ON / STANDBY ボタンを巧ず 

本機がスタンバイ状態になり 、 STANDBY 
LED が点灯します。 

2 ま電源を切るには POWER スイッチを巧し、 
OFF ( 且） にずる 


(!) —— 
ボタン 


€) © 

OUTPUT 

DIMMER DISPLAY MODE 

I — 11 — n — a 





『 w 1 1 国 1 r 一 > i 


(音楽 CD 表示) 



- 1 - 1 - 

総トラック数 総再生時間 


(MP3/WMA 表示) 



総フォルダ数 総ファイル数 


□ お知 S せ 

•自動スタンバイ機能については 、 「ASb (自動スタンバ 
イ)」をご覧ください い 3吕)。 


Q ヒント 

•一定期間ウオー S ングアップすると、本機の部品や內部 
温度び安定し、音び柔らかくなりまず。 

n お知6せ 

•表示部に 「 NODEC 」 と表示された場合、使用可能な 
ディスク情報はありません。 

-本機は電源を OFF にした際の状態を記憶し、電源を日 N 
にすると前回電源 OFF 時の状態に戻ります。 
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ディスクを再生する 



■◄◄ボタンボタン 



A ボタン 


■ ■、1 イイ、 ►、 


►►し◄◄、■、 


►►ボタン 


1 A ボタンを巧して、ディスクトレイを開く 

本機がスタンバイ状態のとさに A ボタンを押す 
と、自動的に電源が入0ディスクトレイが開さ 
ます 0 


2 レーベル面を上にしてディスクトレイの上に置く 



8 cm CD のとをは、内側のくぼみの中に置さ 
ぶ9 〇 

3 ►-ボタンを巧ず 

ディスクトレイが閉まつて再生が始まります。 

(音楽 CD 表示） 

► 表术 


- 1 - 1 - - 

再生中の曲 巧の経過時間 


(MP3/WMA 表示） 

スク□ールしてファイル名が表示されます。 


Q ヒント 

-本機で表示でさるのは英数字だけです。曰本語やその他 
の表示でさない文字は下線で表示されます。 

•本機の電源をオンしたとを、ディスクびトレイにセット 
されていると、自動的に再生を開始します。 


■巧を選択ずる 

なの曲/ファイルに進むにはボタンを押し、 
前の巧/ファイルに戻るには! ◄◄ ボタンを押し 
ます。 

-再生中または一時停止中にボタンを押す 
と、曲の頭に戻ります。 

-停止中に曲/ファイルを選択した場合、►►ボ 
タンを押すと再生び始まります。 

- MP 3、 WMA のときに! ◄◄/►►! ボタンを押 
すと、なの情報び表示されます： 

(再生中）ファイル番号/ファイル名ーファイ 
ル名^ファイル番号/再生時間 
(一時停止中）ファイル番号/ファイル名一 
ファイル名-*•フォルダ番号/ファイルま号 

■早送り/早戻しずる 

再生中または一時停止中に、►►ボタンを押し続 
けると早送り、◄◄ボタンを押し続けると早戻し 
とな D ます。 

■一時停止ずる 

再生中に II ボタンを押します。 II 表示び点なし 
9 〇 

ちラー度押すか、►►ボタンを押すと、再生び再 
開します。 

II 表の 


■停止する 

■ ボタンを押します。 

■ディスクを取り出ず 

± ボタンを押してディスクトレイを開けます。 

己お知6せ 

- MP 3 /WMA CD では、他のフォルダのファイルを選ぶ 
ことちでをます。 
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ファイルを選択する （ MP 3/\ A / MA ) 


MP 3 /WMACD では、フォルダの中にファイル 
( MP 3/ WMA ) び入っています。 

フォルダの中にさらにフォルダび入っていて、その 
中に MP 3 /WMA ファイルび入っている場合もあ 
り、下記の例のよラに階層構造になっています。 



フォルダを選んでから再生したいファイルを選ぶに 
は、なの二つのち法びあります；ナビゲーシヨン 
モードとオールフォルダモード。 

ナビ ゲー シ ヨンモー ドでは、フォルダの階層にした 
びって順にフォルダを選択し、ファイルを選びま 
す。 

オールフォルダモードでは、すべてのフォルダび同 
列に扱われ、階層には関係なく、フォルダを選んで 
ファイルを選びます。 

日ぉ知5せ 

-再生ずるとさにフォルダちファイルち還ばなかったとさ 
は、上記のファイル番号順にち生しまず。 


■ナビゲーシヨンモードでファイルを選ぶ 


■ボタン►►ボタン 



ナビゲーシヨンモードでは、フォルダの階層にした 
びって順にフォルダを選択し、ファイルを選びま 
す。このモードは停止中の場合のみ使用でをます。 


1 停止中に、 V ボタンまたは■ボタンを巧ず 

ルー K 

表示部に 「[ ROOT ]」 と表示され、ナビゲー 
シヨンモードになります。 


2 V ボタンまたは ENTER ボタン（前面パネル： 
► ボタン）を巧ず 

Root の下の最初のフォルダ名び表示されます。 
フォルダび無いとさは、最初のファイル名び表 
示されます。 


3 </> ボタンまたはボタンを巧して、 
同じ階層にあるフォルダやファイルを還ぶ 

上の階層に戻るには、八ボタン、または II ボ 
タン（前面パネル：■ボタン）を巧ず 

ファイル、またはサブフォルダの入っていない 
フォルダは選ぶことびでをません。 

4 下の階層に進むには、 ENTER ボタンまたは V 
ボタン（前面パネル：ボタン）を巧ず 

5 </> ボタンまたはボタンを巧して、 
フォルダの中にあるファイルを選ぶ 

6 ► ボタンまたは ENTER ボタンを巧す 

選んだファイルやフオルダの再生び始ま D ます。 
ディスク内のすべてのファイルを順に再生しま 
す。 


操作を途中で中断する場合、 U モコンの■ボタン 
を押して < ださい。 

己お知 5 せ 

'前面バネルの■ボタンの働さは 「 STDP - KEY 」 で設定 
できます（^32)。 
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I 才ールフオルダモードでフアイルを選ぶ 


表示部の明るさを変える 


■ボタン►►ボタン 



■◄◄ボタン►►1ボタン 



M ' l イイ、►、 

►►1、■ボタン 


八、 V 、<、>、 

ENTER ボタン 


オールフォルダモードでは、すべてのフォルダび同 
列に扱われ、階層を選ぶ必要び無く、フォルダを選 
んでファイルを選びます。このモードは停止中の場 
合のみ使巧でをます。 


1 停止中に八または II ボタンを巧す（前面パネ 
ル： ■ボタン長巧し） 

表示部に ri -」 と表示され、オールフォルダ 
モードにな0ます。 


2 </> ボタンまたはボタンを巧して、 
フォルダを還ぶ 

ファイルの入つているフォルダを選ぶことびで 
をます。 


3 V ボタン（前面パネル：ボタン）を巧ず 

フォルダ内の最初のファイル名び表示されます。 
</>ボタン、または◄/ボタンを押し 
て、フォルダの中にあるファイルを選びます。 



他のフォルダを選びたいとさは、ち5—度 II ボ 
タンを押して、ボタンで選びます。 


4 ENTER ボタンまたは ►► ボタンを巧す 

選んだファイルの再生び始まります。 


操作を途中で中断する場合、 U モコンの■ボタン 
を押して < ださい。 

■数字ボタンでフォルダやファイルを還ぶには 

1 . 数字ボタンを押してフォルダ/ファイルま号を 
入力します。 

選択する：巧す： 

フォルダ/ファイル番号： 8 © 

フォルダ/ファイルま号：10 © 

フォルダ/ファイルま号： 34 ©00 

© ま号び10な上の場合に使用します。 

例： 8 番の場合は、8を押します。 34 番の場 
合は、>10、3、4を押します。 

2. 再生び始まります。フォルダま号を入力した場 
合、選んだフォルダの最初のファイルから再生 
されます。 99 個し i (上のファイルび入っている 
場合、1巧、2巧の番号は0を付ける必要びあ 
ります。 134 まの場合は、>10、1、3、4を 
押します。 

己ぉ妇 15 せ 

'前面パネルの■ボタンの働さは 「 STOP - KEY 」 で設定 
できます0 32)。 


DIMMER — 

心 た） 

OUTPUT 

DIMMER DISPLAY MODE 

-a □目 

ボタン 

[… IDMlj 1 II J 1 REPEAT 1 

r … 11 - 1 r … 1 


表示部の明るさを変えることびでをます。 


1 DIMMER ボタンをくり返し巧ず 

順まに表示部の明るさび変化します。 
普通^暗ぃ^消灯 


普通 



消な 

DISPLAY OFF LED び点灯します。 
本体キーまたは、 U モコンキーを押す 
と、已砂間一時的に点打します。 
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操作する（応用編) 


リピート再生する 


© © 

0の P の 

DIMMER DISPLAY MODE 


|rANDOu| J II I n REPEAT'；- — 






REPEAT ボタン 


U ピート再生はディスクをくり返し再生、 1 曲をく 
り返し再生、メモ1」一再生と組み合わせてプレイ1」 
ストをくり返し再生、ランダム再生を組み合わせて 
ランダム再生された全曲をくり返し再生でをます。 


1 REPEAT ボタンをくり返し押して 、 Repeat 

All、Repeat 1 、 Repeat Off を選ぶ 
「こ 3」または 「こ D 1」表示が点口します。 
Repeat All 一 Repeat 1 一 Repeat Off 


Repeat All 「ご)」表示 


Repeat 


「こ D 1」表示 

—I— 


Repeat Off 


Repeat 1 再生はメモ U —再生、ランダム再生 
と組み含ねせることはでをません。 

2 リピート再生を解除ずる場合、 「 RPTOFF 」 が 
表示されるまで REPEAT ボタンをくり返し 
巧ず 

「こ 3」または 「こ D 1」表示が消口します。 


Q ヒント 

■とボタンを押して、ディスクトレイを開けた場を、リ 
ピート再生は解除されます。 

-電源をスタンバイにした場を、リピート再生は解除され 
ます。 
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メモリー再生する（音楽 CD) 


DISPLAY 

ボタン 



A ボタン 


MEMORY ボタンを押ず 
MEMORY 表示が点なします。 


MEMORY 表示 



2 ボタンで選び、►-ボタンまたは 

エンター 

ENTER ボタンを巧す 


曲ま号 プレイ IJ ストま号 

プレイ U ストに曲を追加する場合、この手順を 
繰り返します。数字ボタンで、再生したい曲を 
選択することちでをます。 


〇 

〇 

a 

〇 

© 

© 

© 

© 

© 

〇 

③ 

© 

© 

© 

CLEAR 


MEMORY ボタン 


CLEAR ボタン 


メモ U - 再生では、曲を登録し （2 已曲まで）、その 
順序で再生します。このモードは停止中の場合のみ 
使用でをます。 


3 ENTER ボタンまたは ►► ボタンを巧す 

メモ U —再生び始まります。 


再生!¢1の曲 


■表示を切り換える 


メモ U - 再生を設定中、 D 旧 PLAY ボタンをく 
り返し押して、表示を切り換えることびでをま 
す：曲ま号/プレイ U スト番号^曲番号/再生時 
間^曲ま号/総再生時間 

■登録した巧のなかで還巧ずる 


メモ U - 再生中に!ボタンを押して、曲 
を選択します。 

■登録したプレイリストを®認ずるには 

停止中にボタンを押します。曲番号と 
再生時間び表示されます。 

■登録した巧を取り消すには 

. 停止中に CLEAR ボタンを繰り返し押すと、 
最後の登録曲から取り消すことびでをます。 

-再生モードを切り換えるとプレイ U ストは削 
除されます（停止中に MEMORY ボタンを押 
す)。 


■ メモリー再生を解除するには 

-再生を停止させ、 MEMORY ボタンを押し 
て、再生モードを切り換えます 。 MEMORY 
表示び消灯し、メモ1」一再生は解除されます。 

-±ボタンを押して、ディスクトレイを開けた 
場合、または電源をスタンバイにした場合、 
メモ U —再生は解除されます。 

□ お知 S せ 

-総再生時間び白9分已日秒を超える場合は、 r -- :と 
表示されます。 

• 最大 2 日巧まで登録でをます。それを超えて登録しよラ 
とすると 「MEM-FULL」 と表示されます。 
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■表示を切り換える 


メモリー再生する （ MP 3/\ A / MA ) 


■ナビゲーシヨンモードでメモリー再生ずる 


■ボタン►-ボタン 



■◄◄ボタンボタン 



D ほ PLAY ボタン 


►►し ■ボタン 

八、 V 、く、> 
ボタン 

ENTER ボタン 


MEMORY ボタン 


メモ U —再生では、巧を登録し （2 已巧まで）、その 
順序で再生します。このモードは停止中の場含のみ 
使用でさます。 


1 MEMORY ボタンを巧ず 

MEMORY 表示び点なします。 

2 V ボタンまたは ■ ボタンを巧ず 

表示部に 「[ ROOT ]」 と表示され、ナビゲー 
シヨンモードになります。 


3 V ボタンまたは ENTER ボタン（前面パネル： 
► ボタン）を巧ず 

Root の下の最初のフォルダ名び表示されます。 
三ォルダび無いとさは、最初のファイル名び表 
示されます。 

4 </> ボタンまたはボタンを巧して、 
同じ階層にあるフォルダやファイルを還ぶ 

ファイル、またはサブフォルダの入っていない 
フォルダは選ぶことびでをません。 

5 下の階層に進むには、 ENTER ボタンまたは V 
ボタン（前面パネル：ボタン）を巧ず 

6 </> ボタンまたはボタンを巧して、 
フォルダの中にあるファイルを還ぶ 

7 ► ボタンを巧ず 

プレイ U ストにファイルび登録されます。 

8 </> ボタンまたはボタンを巧して、 
ファイルの還択を続ける 

上の階層に戻るには、八ボタン、または II (前 
面パネル： ■) ボタンを押します。 

ファイルの登録を続ける場合、4〜7の手順を 
繰り返します。 

同じフォルダの中にある違ラファイルを選択す 
る場合、ボタンでファイルを選び、 

► ボタンを押します。 


メモ U - 設定を設定中、 DISPLAY ボタンを繰 
D 返し押して、表示を切 D 換えることびでをま 
す：ファイル名-フォルダ名-フォルダま号/ 
ファイル番号 

□ お知5せ 

' ナビ ゲーシヨンモー ドについては、「ナビ ゲーシヨンモー 
ドでファイルを選ぶ」 をご覧ください（^23)。 

'前面バネルの■ボタンの働さは 「STOP-KEY」 で設定 
できます0 32)。 

•±ボタンを巧して、ディスクトレイを開けた場合、メモ 
IJ 一再生は解除されます。 

' 電源をスタンバイにした場合、メモ U —再生は解除され 
ます。 


9 ENTER ボタンまたは ►► ボタンを巧ず 

メモ U —再生び始まります。 
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■才ールフォルダモードでメモリー再生する 


■ボタン►-ボタン 



■◄◄ボタンボタン 



►►1、■ボタン 

A 、 V 、く、> 
ボタン 

ENTER ボタン 


MEMORY ボタン 


28 


1 MEMORY ボタンを巧ず 

MEMORY 表示び点打します。 

2 A ボタンまたは II ボタンを巧ず 
(前面パネル： ■ ボタン長巧し） 

表示部に ri -」 と表示され、オールフォルダ 
モードになります。 

MEMORY 表お 


3 </> ボタンまたはボタンを巧して、 
フォルダを還ぶ 

4 V ボタン（前面パネル： ►► ボタン）を巧ず 

5 </>ボタンまたはボタンを巧して、 
ファイルを選ぶ 

6 ►►ボタンを巧ず 

プレイ U ストにファイルび登録されます。 

7 II ボタン（前面パネル：■ボタン）を巧して、 
手順3〜巨を繰り返す 

同じフォルダの中にある違5ファイルを選択す 
る場合、手順已〜已を繰り返します。 


8 ENTER ボタン（前面パネル：►►ボタン）を 
巧ず 

メモ U —再生び始まります。 


□ お知らせ 

-才ールフォルダモードについては、「才ールフォルダモー 
ドでファイルを選ぶ」 をご覧ください（^24)。 

•前面パネルの■ボタンの働きは 「STOP-KEY」 で設定 
できます（今32)。 

■ A ボタンを巧して、ディスクトレイを開けた場合、メモ 
U —再生は解除されます。 

• 電源をスタンバイにした場を、メモ U —再生は解除され 
ます。 


































ランダム再生ずる 


フオルダを選ぶ（サーチモード) 


RANDOM 

ボタン 



□ お知6せ 

■±ボタンを押して、ディスクトレイを開けた場を、ラン 
ダム再生は解除されます。 

-電源をスタンバイにした場合、ランダム再生は解除され 
ます。 



曲順をランダムに並べかえて、全曲を1通り再生し 
ます。このモードは停止中の場合のみ使用でさます。 


再生中に MP3/WMA フォルダを選おする方法につ 
いて説明します。 


1 停止中に RANDOM ボタンを巧ず 
RANDOM 表示び点打します。 



RANDOM 表お 

2 ►►ボタンを巧ず 

ランダム再生び始ま D ます。 

3 ランダム再生を解除ずるには、再生を停止して、 
RANDOM ボタンを巧して、再生モードを切り 
換える 

RANDOM 表示び消好し、ランダム再生は解除 
されます。 


再生中に RANDOM ボタンを押ずと 、 「NOR PLY 」 
(通常再生）び表示されます。 


1 再生中に SEARCH ボタンを巧ず 

本機びオールフォルダモードにな D 、 フォルダ 
び表示されます。 

2 前のフォルダを還ぶ場合は、 I ◄◄ボタンを巧し、 
巧のフォルダを還ぶ場合は、ボタンを巧ず 

数字ボタンで、フォルダを選択することちでを 
ます。 

3 ENTER ボタンまたは ►► ボタンを巧ず 

選択したフォルダの最初のファイルから再生び 
始まります。 


己ぉ知5せ 

'ランダムち生中、メモ U —再生中の場合、 SEARCH ボ 
タンは使えません吕巨、吕9)。 

' 数字ボタンで還おする場合は、「オールフォルダモードで 
ファイルを選ぶ」をご覧ください（与吕4)。 
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表示を切り換える 


© © 

OUTPUT 

Dimmer display mode I 

I - 1 ロコ - DISPLAY 

ボタン 


r … 11 > i r … 1 

I 一 s r ■ i r — i 

1 DISPLAY ボタンをくり返し巧して、1•ソ下の情 
報を表示させる 

I 停止中 


(音楽 CD 表示） 

総トラック数と総再生時間び表示されます。 


- 1 - 1 - 

総トラック数 総ち生時間 

( MP 3 /WMA 表示） 

デイスクの名前び表示されます。 



I 再生中、一時停止中 


(音楽 CD 表示） 

ファイルの経過時間： 

再生しているファイルの経過した時間 
(初期表示） 



ファイルの残り時間： 

現在のファイルの残り時間 （ REMAIN 表示び表 
示されます)。 


REMAIN 表お 



ディスクの残り時間： 

ディスク全体の残り時間 （ TOTAL と REMAIN 
表示び表示されます)。 

TOTAL 表示 


( MP 3 /WMA 表示） 

再生している MP 3/ WMA タイトル名、アーテイス 
卜名、アルバム名の03タグ情報などさまざまな 
ファイル情報び表示でをます。 


フォルダ名： 

現在のフォルダ名 


タイトル名： 

現在のファイルのタイトル （ ID 3 タグびある場 
合)。03タグび無い場合、 「 TITLE-NO DATA 」 
と表示されます。 



アーテイスト名： 

アーティストの名前 （ ID 3 タグびある場合)。 



アルバム名： 

アルバムの名前 （ ID 3 タグびある場合)。 


サンプリング周波数とビットレート： 

現在のファイルのヴンプ U ング周波数とビット 
レート。 


ファイルの経過時間： 

再生しているファイルの経過した時間 
(初期表示） 


ファイル名： 

現在のファイル名 




□ お知 5 せ 

•ディスク名を表示する場を、停止中に DISPLA 丫ボタ 
ンを巧す。 

• 曲名やフォルダ名に、表示で走ない文字は下線で表示さ 
れます。表示でをない文字を含んでいると走は番号で表 
示するよラに設定することわでをます。設定については、 

「 BAD - NAME 」 をご覧ください0 31)。 
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応用設定 


ファイル 

■ ALE 

► SCROLL 彻期値）： 

曲名をスクロール表示します。 

► NOT : 

巧名をスク□一 J レ表示しません。 

MP 3/ WMA ファイルび選択されているとを、曲 
名をスクロール表示するかど5かを設定します。 
ただし、ナビゲーシヨンモード時は、この設定に 
関わらず曲名びスクロールします（^23)。 

■ FOLDER 

► SCROLL 彻期働： 

フォルダ名をスクロール表示します。 

► NOT : 

フォルダ名をスクロール表示しません。 
MP 3/ WMA フォルダび選択されているとを、フォ 
ルダ名をスク□ール表示するかどラかを設定します。 
ただし、ナビゲーシヨンモード時は、この設定に関 
わ5ずフォルダ名びスク□-ルします（^23)。 

A イド ナンパー 

■ HIDE-NUM 

► DISABLE 烟期値）：番号を表示します。 

► ENABLE :番号を隠します。 

巧名やフォルダ名の先頭に番号がついている場 
含、番号表示を隠すことがでをます。 
MP 3/ WMACD をパソコンで作成した場含、通 
常ファイルの再生順序は決められません。ただ 
し、 MP 3/ WMA ファイルに番号を付けると日1、 
02、03のよラに順番に再生されます。 

■ BAD-NAME 

► REPLACE :名前を置さ換えます。 


設定の操作手順 


各設定について 


SETUP ボタン 



AUDIO (音青） 


ボタン 


-く、>ボタン 

- ENTER ボタン 


1 SETUP ボタンを巧す 

2 </>ボタンまたは! 

い項目を還ぶ 


ボタンで変更した 


設定については、なの項目から説明しています。 

3 ENTER ボタンまたは ►► ボタンを巧ず 

4 </>ボタンまたは!ボタンで設定した 
いオプションを還ぶ 

5 ENTER ボタンまたは ►► ボタンを巧す 

設定び完了すると、表示部に rFINISHJ と表示 
されます。 

中断する場合、 SETUP ボタンを押してください。 


フイルター 

► SHARP 彻期働： 

この設定は最大 20kHz の帯域特性をフラット 
に出力します。 

► SLOW : 

この設定は、入力波形の高い再現性をちたら 
し、各楽器の音像定位ととちに、テンポ、また 
は音声信号の微妙なコンプレッシヨンを再現す 
るのに適しています。 

この設定は D/A (デジタル/アナ□グ）変換され 
るフイルターの特性を切り換えることびできます。 

■PHASE 

► NORMAL (初期値）： 

デイスクに記録されている波形をそのままの位 
巧で出力します。 

► REVERCE : 

デイスクに記録されている波形を反転した位相 
で出力します。 

アナログ出力の位相を反転するかどラかを設定で 
をます。アンプとスピーカーから最適な音質を得 
られるよラ、切り換えを試して、聴いてみてくだ 
さい。 


DISPLAY (表示） 


■ DISC 

► DISPLAY 烟期値）： 

ディスク名を表示します。 

► NOT : 

ディスク名を表示しません。 

MP3/WMA CD のとを、ディスク名を表示する 
かどラかを設定します。 


棘違賞 

含{え韦示く 
心びり換泰表ぶ 
的字きで惭 
巧文印置合線関 
巧ぃ卫に場下^ 0 
防な示たは定す 
邵き TO 表し字設ま 
記で r ぅ定文节し 
罐示ゃ Sfls に示 
辟表 J とになぃ表 
^ 'n}J キ J つで 
をに号 T - でに線 
；；名 R ま W 、誦て 
値ダ r ダ W し情を 
期ル'ル。示グ字 
初オキ J 才す表夕文 
{ フとフまは3い 
。几やる/せ字 Q な 
化名ぃ蚕さ文。き 
►曲てか示るすで 
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アナ□グ / デジタル出力を設定する 


エクストラ 

EXTRA (その他) 


■ ID 3- VER 1 

► READ 彻期値）： 

タグ情報を読み込みます。 

► N 0 READ : 

タグ情報を読み込みません。 

ID 3 Version 1.0/1.1 のタグ情報を読み込んで表 
示させるかしなしぶぶ設定します。 

■ ID 3- VER 2 

► READ 彻期値）： 

タグ情報を読み込みます。 

► N 0 READ : 

タグ情報を読み込みません。 

ID 3 Ve 「 sion 2.2/2.3/2.4 のタグ情報を読み込 
んで表示させるかしないかを設定します。 

M CD-EXTRA 

► AUDIO 烟期値） 

► MP 3 

CD - Extra ディスクの再生について音楽 CD 、 ま 
たは MP 3/ WMA ファイルのどちらを再生するか 
設定します。 

ジュリエット 

■ JOLIET 

► IS 09660 

► USE SVD (初期値） 

JOLIET 形式で記録された MP 3/ WMA の SVD 

ヴプ U メンタ u — ボリューム デスクリフター _ 

(Supplementary Volume Descriptor ) テータ 
を読み込むか、倍日目660形式として読み込むか 
を設定します。通常は設定を変える必要はありま 
せん。 SVD は、アルファベットと数字政外に、 
長いファイル名/フオルダ名作文字をサポートし 
ています。 


■ STOP-KEY 
►FOLDER 

► NAVI 朋期値） 

ディスエーフル 

► DISABLE 

前面パネルの ■ ボタンを押したとさの設定を行 
います。 

「 FOLDER 」 (All Folder ) を還択した場合、■ボ 
タンを巧すとオールフォルダモードになります。 
「 NAVI 」( Navigation ) を違おした場合、■ボタ 
ンを押すとナビゲーシヨンモードになります。 

「D 旧 ABLE 」 を選択した場合、■ボタンを押し 
てを、オールフォルダモード、ナビゲーシヨン 
モードにはな0ません。 

己お知5せ 

- IJ モコンのボタンには適用されません。 

I ASb (自動スタンバイ） 


■ ASb (自動スタンバイ） 

► ON :自動スタンバイを有効にします。 

► OFF 烟期値）：自動スタンバイを無効にしまず。 
本機び再をを停止したまま、 30 分間操作しない 
でいると、自動的にスタンバイ状態へ移行します。 
再生び一時停止されている場合は、移行しません。 
自動的にスタンバイ状態になる直前の 30 秒間、 

DISPLAY OFF LED び点滅します。 

I INITIAL 


イニシャル 

■ INITIAL 
► CANCEL : 

初期化の実行を中止します。 

ェクスキュート 

► EXECUTE : 

すべての設定をお買い上げ時の状態に戻します。 


OUTPUT MODE ボタン 



出力を DIGITAL / ANALOG 、 DIGITAL 、 
ANAL 日白に切り換えます。 


アウトブット モード 

1 前面/くネルの OUTPUT MODE ボタンをくり 
返し巧ず 

選択中の音声出力表示び点打します。 



音声出力表示 

► DIGITAL/ANALOG 湖期値）： 

両方の出力を使用する。 

► D に ITAL : 

デジタル出力のみ使用する。 

よりま定した再生を行5ためにアナログ出 
力をオフにします。 

► ANALOG : 

アナ□グ出力のみ使用する。 

再生中にデジタルノイズの影響を減らすた 
めにデジタル出力をオフにします。 
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困つたとをは 


電源 


I 電源び入 5 ない 


-電源プラグびコンセントから巧けていないか確認 
してください 一 18)。 

•一度電源プラグをコンセントから巧を、已秒し义± 
待ってから、再度コンセントに差し込んでくだ 
さい。 

-本機の電源び入らない場合は、電源コードを抜い 
て、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓□にご 
連絡ください。 

■電源び切れ、再度電源を入れてちまた切れる_ 


-すべての接続を確認して < ださい。 

-本機の電源び切れる場合は、電源コードを抜いて、 
お買い上げ店またはオンキヨー修理窓□にご連絡 
<ださい。 

オート スタンパイ 

• ASb (Auto Standby ) が作動すると、自動的に 
スタンバイ状態になります（^32)。 


音青 


I 音声び出力されない 


•すべての接続に間違いびないか確認して<ださい 

一17)„ 

•ファイルのフォーマットびヴポートされているも 
のか確認してください （^3 已)。 

-本機はアナ□グ/デジタル出力を設定することび 
できます。本機と接続機器び適切に接続され、セ 
レクターび正しく選ばれているか確認してくだ 
さい。 

I 音声の品質び悪い_ 


-接続コードのプラグは奥まで差し込んでください。 

-テレビなど磁気の強い場所では、音声の品質び影 
響を受ける場合びあります。本機をそのよラな機 
器から離してみてください。 

-通話中の携帯電話など、強度の高い電波を発する 
機器び近くにある場合、ノイズを出力することび 
あります。 

-本機は回転機器ですので、静かな環境では再生中 
や選曲中に CD のディスクを読み取る音び聞こえ 
る場合びあります。 


I 本機び振動を受けると音声び途切れる 


•不ま定な場所や振動する場所には設置しないで< 
ださい。 

I 音声性能_ 


• 10 〜 30 分間ウォーミングアップすると、本機 
の部品や内部温度びま定し、音び柔らかくなりま 
す。 

-コード留めを使ってオーディオ用ピンコード、電 
源コード、スピーカーコードなどを束ねると音質 
び劣化するおそれびあります。コードを束ねない 
よラにしてください。 
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ディスク再生 


I ディスクび再生でさない 


-ディスクの裏表び正しくセットされているか確認 
してください （■» 1已、22)。 

•ディスクびひどく巧れていたり損傷していないか 
確認してください （■» 1已)。 

-結露しているおそれびある場合は、電源コードを 
抜を、3時間しツ上室温で放置してからご使用くだ 
さし、1已）。 

•規格内のディスクか確認してください1已)。 
•ファイナライズしていない CD - R 、 CD - RW は再 
生することびでをません。 

I 音び飛ぶ_ 


•本機に振動び加わっていると音とびすることびあ 
ります。 

•ディスクびひどく巧れていなしの催認してくださ 

いい1已）。 

•ディスクが損傷していないか確認してくださし、。 

■メモリー再生に 巧を号を登録できない_ 


•メモ U —しよラとしているのはディスクに入って 
いる曲であることを確認してください い 2 巨)。 

I 再生げ始まるまでに時間びかかる_ 


-曲数のをいディスクの場合、読み込みに時間びか 
かることびあ D ます。 

•ディスクびひどく巧れていないか確認してくださ 
い1 已）。 

•ディスクが損傷していないか確認してくださし、。 

■ディスクの再生順唐通りに再生できない_ 


• U ピート再生、メモ U —再生、ランダム再生等の 
再生モードを解除してください。 


接続機器 


I 接続された機器か6音び出ない 


-出力設定び正しく選択されているか確認してくだ 
さぃ い 32)。 

. 音声ケーブルび正し<接続されているか確認して 
ください い 1：7)。 

•接続コードのプラグは奥まで差し込んでください 

い 17)。 

-接続した入力端テと入力設定び正しいか確認して 
ください。 

-接続機器の音量び最ルになっていなしか確認して 
ください。 


U モコン 


I リモコン操作びできない 


-電池の極性を間違えて挿入していないか確認して 
くださいい10)。 

-新しい電池を入れてください。種類び異なる電池、 
新しい電池とちい電池を一緒に使用しないでくだ 
さい。 

• U モコンと本機び離れ過ざていないこと、 U モコ 
ンと本機の U モコン受光部の間に障害物びないこ 
とを確認してください（^10)。 

-本体の受光部び直射日光やインバータータイプの 
堂光なの光に当たらないよラにしてください。必 
要に応じて位置を変えて < ださい。 

-本体を色付をのガラス扉び付いたラックやキヤビ 
ネットに設置している場合、扉び閉じていると1」 
モコンび正常に機能しないことびあります。 


製品の故障により正常に録音できなかったことに 
よって生じた損害 （ CD レンタル料等）について 
はな証巧まになりません。 

大事な録音をずるときは、あ S かじめ正しく録音 
できることを確認の上、録音を巧ってくださし、。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機宜目 
を実現していますび、ごくまれにが部か5の雑音 
や巧害ノイズ、また静電気の震響によって誤動作 
する場合げありまず。そのよラなとさは、電源プ 
ラグを抜いて、約已砂後にあ S ためて電源プラグ 
を差し込 S んでください。 


本機の電源コードをコンセントか5巧くとさは、 
本機のま電源をオフにしてか S 抜いてください。 
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主な仕様 


C -7000 R 


■音声出力部 


周波数特性 

2Hz 〜 20kHz 

SN 比 

1 1 目祀 

ダイナミックレンジ 

100 服 

全高調波歪率 
出力電圧/インピーダンス 

0.001 已〇/〇 

OPTICAL 

- 22. 已 dBm 

COAXIAL 

0 .已 vp-p/7 已 n 

AES/EBU 

3.3VP-P/110Q 

RCA 定格出力電圧/インピーダンス 

2.0V (rms) /3300 

1出力系統 


■音声出力 


デジタル 

曰 PT に AL :1 

COAXIAL :1 

AES/EBU :1 

アナ n グ 

し R 

1総合 


電源-電圧 

AC100V. 50/60HZ 

消費電力 

17W 

待機時消費電力 

0.1 已 W 

最大がお寸法 

435 ( 幅 ）X 9 目（高さ ）X 315.2 ( 奥行 ） mm 

西里 
貨ま 

12.0kg 

許容動作温度/湿度 

己で〜 3 已ご / 已％〜 8 日〇/〇 

再生可能ディスク 

Audio CD 、 CD-R 、 CD-RW 、 MP3、WMA ( 仁 D-R 、 
CD-RW) 

* フアイナライズび必要です。 


仕様および外観は予告な < 変更することびあります。 
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修巧について 

■巧証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お 
買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、 
大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■調子び悪いとさは 

意外な操作5スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいただを、お 
調べ<ださい。本機け外の原因ち考えられます。ご 
使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調べ<ださ 
い。それでもなお異常のあるとをは、電源プラグを 
抜いて修理を依頼して < ださい。 


修理を依頼されるとをは、下の事項をお買い上げの 
販売店、または付属の「オンキヨーご相談窓□•修 
理窓□のご案内」記載のお近<のオンキヨー修理窓 
□までお知らせ < ださい。 

►お名前 
► お電話番号 
► ご住所 

►製品名 に7000 R I 
► できるだけ詳しい故障状況 


SN 29400539 

に ） Copyright 2010 0NKY0 CORPORATION Japan. All rights reserved. 


■オンキヨー修理窓 □ について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓□の 
ご案内」をご覽ください。 

■巧証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品とな証書を 
ご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはお 
近<のオンキ3—修理窓□へご相談< ださい。詳細 
は保証書をご覧 < ださい。 


■巧証期間経過をの修理は 

お買い上げ店、またはお近<のオンキヨー修理窓 □ 
へご相談ください。修理によって機能び維持でをる 
場合はお客様のご要望により有料修理致します。 

■ 補修用性能部品の巧有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造巧ち切0後8年間保 
有しています。性能部品とは、その製品の機能を維 
持するために必要な部品です。保有期間経過後で 
ち、故障箇所によっては修理可能の場合びあります 
のでお買い上げ店、またはお近<のオンキヨー修理 
窓□へご相談ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を巧頼されるときなどに、おおに立ちます。 

ご購入年月日： 年ち 曰 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

71：^«3-姑巧ち打 

本社大阪府寝屋 j 11 市日新町 2- 1 〒己 7 吕 -8 已 40 

製品のご使用ちまについてのお問い合わせ先：コールセンター 
Q 〇已己- 3 1 61 -吕己巳已（受付時間 1 己：己〇〜 18:00) 

(±•曰•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 

ヴービスとヴポートのご案内： http :// www . jp . onkyo . com / support / 
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